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1. は じ め に
 わが国における死因順位の年次推移をみると昭和25
年までは全結核,55年 までは脳血管疾患が第1位 を占
めていたが,56年 以降は癌(悪 性新生物)が 第1位 を
占め,全 死亡中に占める割合も増加の一途をたどり,
平成元(1989)年 には27.0°oとなっている。 この様な
背景の中で,わ が国では昭和58年 には 「対がん10か 年
総合戦略1)」が策定されるなど癌対策の諸問題の検討
が推進 されてお り,そ れ らの成果が癌の予防,診 断お
よび治療に反映されてきているものの,癌 制圧への道
のりはまだまだ厳 しい状況にある。
Wynder and Gori2)は,癌 の70-75%が 人間の生活環
境 と関係をもって発生 し,そ のうち最も重要なのは食
事であ り,予 防可能な癌の うち40-60%1%1上 の重要性
をもつこと,ま たDoll and Peto3)も アメリカにおけ
る癌の約35%は 食事 に起因することを報告 している。
 環境 中に存在す る多 くの化学物質の発癌性および遺




普及によ り,わ れわれの生活する環境には,大 気,水,
食品,医 薬品,農 薬,ヒ ト生体内などに多 くの変異原
物質(mutagen)お よび発癌物質(carcinogen)が,検
出同定 されてきている。われわれの環境中か らこれ ら
のmutagenお よびcarcinogenを 全て取 り除 くことは
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う観点か ら望ま しいとも言える。近年,変 異原の作用
を抑制する因子(抗 変異原)の 研究が,主 として微生
物を用いた試験法により行われ,わ れわれの環境中に
も多 くの抗変異原の存在することが明 らかにされて き




2. 細胞遺伝学的な方法 による変異原 ・発癌物
  質の検出
 国際癌研究 機関(IARC)のTomatisら13)は,ヒト
      レブ爲訊脇遡信由匿ム(か↓口認i_, L ・  爪需・/ハ慌勘曇円フに.ン,vノ灰ナ劇且ηd、∪凱 例冤潤天駅り箱禾か りLrへ の晃










た らす染色体変異の結果 は,重 要な短期試験法として
位 置づけされている。
2.1染 色体異常 多 くの変異原 ・発癌物質は図1に
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予ち)が， C19の γー リノレニン酸を除く C12から C19ま
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